
女性医師支援に関するアンケート調査
※9/29大学医学部･医学会女性医師支援担当

く大学医学部＞

82大学医学部中65大学医学部が回答｡回答率:79.3％

※9/29大学医学部･医学会女性医師支援担当者連絡会で配布。

問1:在校生数．女子学生数｡教官数｡女性教官数
（n=63）
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問2:女性医師支援や男女共同参画推進の部門の有無(n=64）
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問3部門での活動内容(複数回答）
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A会議

B復職支援｡就業情報の提供
Cキャリア形成セミナー

D再研修プログラム

E潜在者への定期的アプローチ
Fその他
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※その他の自由記述は後述

問4:医学部教育の中での講義の存在(複数回答､本調査へ回答した大学医学部数=65）

※その他の自由記述は後述

問5:女性医師バンク広報の際の情報提供の協力(複数回答､本調査へ回答した大学医学部数=65）

※その他の自由記述は後述
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Aキャリア形成

B男女共同参画
C地域医療

D医師会活動

E卒業生に対する就業｡復職フォロー
(潜在化医師の把握）

Fその他
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A同窓会誌にチラシ同梱

B関係講義内での情報提供
Cその他
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問2:女性医師支援や男女共同参画部門の名称
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北海道大学

旭川医科大学
東北大学
福島県立医科大学
筑波大学
自治医科大学
埼玉医科大学
東京大学
慶應義塾大学
東京慈惠医科大学
日本医科大学

帝京大学
東邦大学
福井大学
信州大学
岐阜大学
三重大学

滋賀医科大学
京都府立医科大学
関西医科大学
大阪市立大学
兵庫医科大学
奈良県立医科大学
和歌山県立医科大学
鳥取大学鳥取大学
島根大学
山口大学

徳島大学
香川大学
九州大学

佐賀大学
大分大学

問3:部門での活動内容

男女共同参画推進室

復職｡子育て･介護支援センター
男女共同参画推進委員会
男女共同参画支援室
女性キャリアアップ支援
地域医療推進課女性医師支援
女性医師支援部門
男女共同参画室
男女共同参画室
女性医師キャリア支援室
女性医師｡研究者支援室(※法人本部に設置）
女性医師｡研究者支援センター
ダイバーシティ推進センター
男女共同参画推進センター
信州医師確保総合支援センター信州大学医学部分室
岐阜大学医学部付属病院女性医師就労支援の会
①臨床研修･キャリア支援センター②男女共同参画推進室など
男女共同参画推進室
男女共同参画推進センター
卒後臨床研修センター女性医師支援部門
女性医師｡看護師支援センター
男女共同参画推進本部･推進室(法人)女性医師支援プロジェクト
女性研究者支援センター
ワークライフバランス支援センター
ワークライフバランス支援センター

男女共同参画推進室･医学部付属病院ワークバランス支援室
男女共同参画支援部門
AWAサポートセンター

男女共同参画推進室
きらめきプロジェクトキャリア支援センター
佐賀大学医学部ダイバーシティ推進委員会
女性医療人キャリア支援センター
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－－

その他記述

病後児保育室運営短時間雇用制度

研究支援制度の導入

相談窓口、各地域での懇談会､女性卒業生の訪問調査

シンポジウム開催等

講演会の開催

研究支援員制度､女医枠利用者との面談

長野県修学資金貸与者の面談

小学校夏期休業期間における学童預かりサービス2日間

臨床研修･キャリア支援センターの活動内容､男女共同参画推進室の活動内容
病児保育室運宮･学内保育所運宮補助､柔軟な勤務形態を研究支援員制度の導入､啓発事業の企
画･実施

|女性医師の研究支援

|睾雪駕葆蕊濤撫籠ｸバﾗﾝｽに関わる情報提供､先輩医師からのｷｬﾘｱ形成ｾミ
女性医師の集い ｜
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問4:医学部教育の中での講義の存在。
I，

その他記述

女性医師を講師に招いてキヤリアパス特別講演会を実施している。
医療行政についての勉強会

医学生と医師の卒後キャリア形成に関する情報交換会

問5:女性医師バンク広報の際の情報提供の協力。
|■■その他記 述
ボスター掲示

窓口’こ資料設置'巴、

学内電子掲示板での周知
学生に向けたチラシの掲示

今のところ保留でお願いします
女性医師．研究者支援室ホー 一ジヘの掲載ムペ

チラシを大学内にて掲示

学部教員、及び研修医学部教員、及び研修医への配

ダイバーシティ推進センター宛Iこお願い致します。

こおいて積極的I学内I こ離職防止、 復職支援を実施しているため不要です
ポスターの掲示

学内掲示、 学内のシック等での配布

今の段階では特にありません

学生へ冊子を配布

掲示

大学内掲示板で掲示
会議等でチラシの配布

Websiteのリンク､ポスター掲示等

学内の既存組織と連携して周知させていただきます

学生や初期研修医Iこ対して事業を説明してあげてください

付属病院女性医師部会を通じてのチラシ配布
学生がガイダがガイダンス時に資料を配布することI

ヒ
ヒ

ム
月ま可

ポスター掲示等

問6;ご意見．ご要望。
記迩~－

頂I子矛I…動言で詞1ﾜｰﾐｰまIｦ周彌Eで頂言~要晒して1訓干石環境作りをさらにすすめて
いです

ば有難

こういった活動は表面的にやっていると言うことだけでは駄目で何を行い､どのような結果が出て来
ているのか分析が重要である｡それには大学全体での取り組みをもっと行うべきであると思う。

平日の診療時間内の会議は外来｡手術をぬけていかなくてはならないので曜日をかえて頂けません
でしょうか

責会女性医師支援センターの取り組み､特に｢女性医師バンク｣について､若手女性研究者を中心に
周知を進めるとともに､制度構築の参考にさせていただきたいと考えています。

先日の日本医師会館での会､大変勉強になりました｡最新情報を多く知ることができるので､毎年楽
しみにして参加しています｡今後ともよろしくお願いいたします。

大阪市立大学は文科省ダイバーシティ事業を推進しています◎貴センターの取り組みに積極的にご
協力させていただきます｡当方からの希望は､大学病院･医学部と民間病院との格差をご検討いた
だければと思います。

女性医師の勤務環境の現状調査の報告結果はぜひとも公表していただき､今後の女性医師の働き
方改革につとめていただきたいです。
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